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年
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豊島区との情報交換

検討・実施

1

目
標

実
績

2

目
標

実
績

令和９年度
（2027年度）

②豊島区及びそれ以外の地域との
地域連携の強化

将来的な継続

令和８年度
（2026年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

直近

大学 企画課管理用

推進主体 学長室広報センター

責任者 学長室部長

令和６年度
（2024年度）

令和９年度
（2027年度）

指標の定義（計算式／説明）

令和６年度
（2024年度）

④ 数値目標の詳細　※設定できない計画については記載不要。

完了年度

年度令和

開始年度実施計画

令和９年度
（2027年度）

指標の名称

直近
令和４年度
（2022年度）

B社

令和８年度
（2026年度）

年度令和 あり（予定）

② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。

学生が参加する地域連携活動の実施

① 目的・内容

分　類

豊島区との連携を中心に様々な地域貢献活動に取り組んでいるが、学生が参加できるプログラムが少ないことか
ら、学生が地域との交流活動を通して成長できるような取り組みが実現できないか、豊島区とも相談した上で検討
する。また、豊島区以外の地域については、地域と連携した教員の研究活動を契機として、今後の展開が可能か
検討をする。

【地域連携活動の例】
豊島区目白ロードレース、豊島区中学生職場体験、馬術部「馬とふれあう会」、豊島区アートカルチャー都市構想、
小中学生の構内見学、近隣小学校と教育学科の連携授業、わくわくとしま日本語教室等

③ ロードマップ

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

予
定

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和５年度
（2023年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和７年度
（2025年度）
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地域連携においては、継続性が重要になることから、
実績がある取り組みを継続するとともに、豊島区とのさ
らなる連携に向けて、新しい取り組み等についても検
討する。
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令
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度

地域連携活動について、コロナ禍で実施できていな
い活動が多いことから、豊島区と情報交換を行い、現
状の把握と今後の方向性を確認した上で、学生が参
加する取り組みが実現可能か検討する。

コロナ禍以降、豊島区目白ロードレース、馬術部「馬とふ
れあう会」、わくわくとしま日本語教室等多くが再開してお
り、徐々にコロナ禍以前の水準に戻ってきている。一方
で、豊島区中学生職場体験、近隣小学校と教育学科の連
携授業等の活動は再開できていないことから、再開を視
野に入れて、今後も取り組んでいく。

★進捗段階：「計画立案」
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地域連携活動については、コロナ禍が長期化してお
り、その影響が不透明であることから、豊島区との連
携を中心に取り組む。豊島区の方針や方向性を踏ま
えた上で、中断している活動の再開や既に実施して
いる活動の充実、新たな展開等を検討する。

昨年に引き続き、豊島区目白ロードレース、馬術部「馬と
ふれあう会」、わくわくとしま日本語教室等を実施してお
り、今年度は、近隣小学校と教育学科の連携授業を再開
した。豊島区と区内大学の地域連携に関する懇談会で
は、今後のさらなる連携強化に向けて取り組むことを確認
している。

★進捗段階：「実施展開」
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⑤ 実施計画／実施報告

実施計画 実施報告／今後の課題


